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1．は じめに

（1）．as景 ・掻 的

　 2007年 7 籍 16 日に発 生 した新 潟 県 中越 沖地 震 で は、
住 宅 被害 や 余 震 へ の 恐 れ 、ラ イ フ ラ イ ンの 途絶 等 に よ り

多 くの 被災者が、小学校や コ ミュ エ テ ィ セ ン タ
ー

等に 避

難 した。夏 季 に発 生 した 地震 で あ るため．密欒 して 生活

す る避 難所で は 暑 さや 衛生状 態 の 問題が懸念 され、様々

な 対策が取 ら れた こ と が報告さ れ て い る
1》。

　中越沖地 震 の 避 難者 が最 大で 約 1万 2 チ 入 だつ た の に

姆 し、今後 発 生 が 予想 され て い る 大規模 震 災 で は、策 京

湾 北部地震で は 460 万 入，東南海
・
南海地震で 420 万 人

と 想定 され て い る。避難 者 数及 び 被災 地 の 広 が りが 全 く

異な るた め，中越 沖 地震 の よ うな 周辺 か らの 応援 に は 期

待 出来な い。自治 体職員や 自衛矇 に 頼る の で は な く、塘

域 や避難者に よる 避難所 運 嘗が求め られ て い る b

　本 研 究で は ，中 越 沖地 震 で 避 難 所 運営 に 活 発 に 闘与 し

た柏崎市の 地域組織 1コ ミ ュ ニ テ ィ 」 にイ ン タビュ
ー

調

査 を行 い、地域 が 髏 難 所邂 営 ・被 災 者支援 に関 与 した プ

msセ ス や活勸内容 の 実態を明らか に し．地域が 避難所運

鴬 に 参画 す る た め の 条件．課題 をasすこ と をff的とす る。

｛2｝既往研究との 闘係

　阪神 ・淡路 大震災に つ い て は，柏猿 ら
m
が施設 の 種

類
・
規模 か らみ た避 難駈 の 特徴 に つ い て 報 告 して い る。

特に 本研究 の 主 題 で あ る 地 域の 集 会瑛や 会館 な どの 施設

に っ い て は ，灘 区 の避難辮調 査 よ り、岩崎 ら
1］
は 馳 域

集 会施 設變 」 と名付け、運営方式と して 特 に 「地 域 役職

者 リ
ー

ダ
ー1 が 多 くみ られ た と報霽 して い る。また、小

林 ら
a｝も 同じ灘磁 の 調 沓 か ら、地域 集 会施 設 の ほ とん ど

で 自洽 会役職考がな ん らか の形 で 避難飯運鴬 に関わ っ て

い た と報 告 して い る。一一ve．紙 谷
5｝は芦麗 市の 地 区 集会

所の 調 査か ら、避難者は逝隣佳民 が 多い が、運営 は管理

人 ・
良治体職員が 中心で 自治会 の 関 与は 縷定的な 「地 域

密著
・
人的資源不足型」 と分頚して い る。また．2004年

の 癬 潟 県 申越地震 で は 、水 田 ら   が、多 くの 避難 駈は 市

な ど公 的 施 設 職 員が 最 初 か ら最後まで 運営 して い た が．
神 戸 とは異 な り、自淦 会 役員が 中心 とな っ て 運鴬 され て

い る避難所が散見 され た と 報告 して い る 。

　本研 究 は．こ れ ら概銭 の 地域 集 会施 設及 び 自抬 組 織 に

よ る 避 難所遅 欝 につ い て の 研 究 の 蓄積 に対 して 、榱 崎 瑤

特有 の 鯛度 で ある コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン ター及 び コ ミ ュ ニ テ

ィ 協議 会につ い て の 知 見 を親た に 追加する もの で あ る。

｛3｝方法

　避 難所 邏営 の 奚態 を明 らか にす る た め、2◎0？駕 8 月 に

癒設 の 種類 、覇秘 避難港 数の 規換、地 域 バ ラ ン ス を考 顧

して選択 した避難所 6 カ所を 訪問し、観察謁査 と運営藤

運 営 に 携わ っ た職員へ の イ ン タ ビュ
ーを行っ た。そ の 簽

行 政 灣塔 の 状況 を 杷握 す る ため ．2007 年 12 月、2008 奪

1 月 に 薪潟 県 及 び柏崎 市 の 避 難所 担 当 者 にイ ン タ ビュ
ー

調査 を行 っ た。
　 また 、颶域 組 織 主導 型 の 避難所運 営 ・破災者支援の 司

能性 を探 るた め，2008年 2−3 月、槙鹹市の 撞講者か らみ

て 湾 発 に避 難 所 運営 に 参 ilして い た と され る地 死 コ ミ ュ

ニ テ ィ 5 地区の 獺蜜者 に．当特 の 状 況 に つ い て イ ンタ ヒ

ユ
ーと 資料収 集を行 っ た。

2 ．槙崎市に おける避難觚運嘗体捌
　粕崎市や 新潟県の 職員や他自治体の 応援職員を中心 に

運 営 が な され て お り，そ こ に 専 門家や ボ ラン テ ィ アが 饌

わ っ て い た 。ま た，地震後す ぐに 夏体 み に な っ たた め、
学 校施設 や 職員 を避難所 に充て られ たこ と もブラス 憂薩

とな っ た。自檢 体 職員 の 醇 援が充実 して い た た め、漲

神 ・淡路大震災で見 られたよ うな避難者や 溝 ランテ ィ ア

地域 に よ る 薩治 的 な運 欝 は あ ま り冤 られな か v た。
　柏崎市で は、平 成 16年の 中越地震後，避難所運営 ¢

マ ニ ュ ア ル を作 域 し、震 度 5 以 上で 斎避難撰 2 名 ずっ ¢

擁無職員が 直接避難断 に行き．カギ を 鷁けて 避難所を群

設する体灘 を定 め た。中越沖地震 で は 、市の 担 当職賃 、

または施設職員な どが 避難所 を開設し．被災看の 受け入

れ を行 っ た。
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　運 常 要 員 は、人 事課 が 各部か ら職員 を動 員 し，市浅諜

にお い て 織 艮を 避難燐に 醗置す る 手配 を 誓い、約 20  名

の 職員 を約 艶 力撰の 避 難勝 に 派遣 した。18 日 に な p て 、
市職員、累職員、県内市町職員の 瀛援で運鴬す る体潮が

軌道に乗 る こ とに な っ た“避難所全て に槙崎市職貫 が ユ

名常駐す る体鑼 と したが、市の 業務の 大きな負担と なっ

た
｛｝］囗

　 また 漿職 員は、燵震 Pt　E 夜か ら応援 に柏繭市 に 入 り．
3 泊 4 揖また は 2 泊 311 の ロ

ー
テーシ fi ンで 業 務に つ い

た。舶 婿 市 の職員 は 毎 臼交 替 じ慨 た め、避 難勝 の 状況 を

熟 知で きな か っ た こ とが、自治体 ・被災蓍翻の 双 方か ら

鑠題 と して指摘 され た。

3 ．地域組 織の 運営 へ の 闘与一柏崎市 の 饑 ミ za ニ

テ ィ を箏例に
一

｛1）避難所に おける コ ミ ュ ニ テ ィ の 優醸づ け

　中越沖 勉 震 で 避難 所と して利 期 され た施 設種 燐 を、避

難 者数 が 鰻 大で あ っ た 2007無 7 月 17 日賻 点 の 嬢蜘 1∫に
つ い て み る と （表 1）、コ ミュ ニ テ ィ セ ン ターが 28ヶ 所、
避 難 者 数 3．934 名 と、小学 校 を超 え て 最大 で あ っ た。ま

た 「コ ミ ュ ニ テ ィ 」 と呼ばれ る 壇充組織が、コ ミ ュ ニ テ

ィ セ ン ターの 避難所運営や 破災書支援に 関与 して い た．

　 糊 崎 市 の コ ミ ュ ニ テ ィ とは．コ ミ L ニ テ ィ 振興 協議会

な どの 名称で 呼 ばれ て い る 小 学 校 区 単 位 の 任意組 織で あ

る 。そ れぞれ 体 育館 が 鰐設 され た コ ミ ュ ニ テ ィセ ン タ
ー

を有してお り、災害時 の 避難所 に指定 され て い る 。 コ ミ

a ニ テ ィ セ ン ターは、平戒 15駕より公属館 と
一一A
体化し、

地域の ス ポー
ツや 文化 サーク ルの 拠点、放諜後教室、高

齢 者 へ の 酎 食 ， 地 域 の ビジ ilンづ く り ・ま ちづ く りな ど

幅広 い 活動が 実施 され て い るが 、活動状況 は地 域の敬組

に よ り異 な る。セ ン タ
ー

長 1 名 （非 常 勤〉、虫事 2 名

（常 鋤 ・1B8 時 間勤 務 と 5時 隱 勤務 ） の職興 にV い て

は、平．成 15隼よ り柏崎箭が 人 件費を負挺 して い る。
　地域 に お け る コ ミュ 鳳 テ ィ の 位麗づ けにつ い て は、町

内 会 代 表 奮 が 訂 ミー：L ニ テ ィ 振興 協 議会 の 会長 を 務 め、壇

域 自治 の シス テ ムの 頂点 に なっ て い る 地猛．コ ミ ュ ニ テ

ィ セ ン ターの 管理 組 織 として の 役 翻が 強 い鼇 区の 2 種類

が ある。
　今 回．狼錢 帯 職 員 へ の イ ン タ ビ ュ

ー
に お い て ．地域が

活 発 に活 動 した事 例 と して 挙 げられた コ ミ ュ ニ テ ィ 5 地

区に 対 して イ ン タビュ
ー

を実施 した。 今囲調 査 した各コ

ミ ュ ニ テ ィ の 避難所邂営、被災者支撥 の 取組状況を表 2

に整理 した 。 また、特に特徴的な 事餠 と して 、．都心 部 に

位 置す る 比 角 地 区 と 中山 間 地 に 位 置す る 託条地 緩 の 状 滉

につ い て 記 述す る。

表 1 柏崎市にお げる避 難 萌数 ・
避難者数（2007／07海 7）

η

避難所数 避難餐数

実 数（ケ

所 ） 描成姥

実数

｛人｝ 構成 比

幼稚 園 1　　　　　 1
「．．凵．
　 　 t3畴 30o 、3覧

小離校
：

　 　 　 212 δ．6覧 3，350 言9，腸
中学校 1012 ．フ艶 罪，刀 115 、6覧 …

高校 33 ．ε蹈 300
　　．
2．6弘 1

ユ甑 ニティセンター E　　　 2835 ．4艦 亀934
　　 卜
34．7％ i
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匚
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橿 祉 施設 33 ．脳 lj85 ．1｛翫砺 i　　　I

文 化施設 22 ．5筅 425a7 刻

不明 113 覧 51 　 ｛鵬

791ao 、  11．348　 　 響00，G黠

（2）各 期 ミ ュ ニ テ ィ の 取 繚事倒

驤比 角コ ミA 二：テイ

　比角 コ ミ za ニ ティ セ ン タ
ーで は、地 震 後、セ ン ター職

員 が 建 物の カ ギを 開 け．被 害を確認 した と こ ろ大髫な被

害が無か っ た た め、散 乱 した 物品 を整理 した後、講堂 に

避 難 者 を受 け入 れた。蒙た、2007 年 U 月 に市 の 総合 防

災認練を民角壇竃で 実施予定で あっ た た め、防災 の 取 り

組 み も進 め て い た と こ ろであ り、比 角 地 鼠安全会 議規劉

に よ り、比 角地 区 災謇 対策本 部 を設 置 し、防 災計画 に基

づ く 支援活動 を 行っ た。避難 所 で は、集 ま っ た 銘角コ ミ

x ニ テ ィ セ ン タ
ー

役 員 と市職員 とで 被災者の 受鯵入 れ を

行 っ た。また、コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン ターで活 動 を して い る

鴎体 ・涸入が 「厨勝ボ ラン ティ ア 」 と して 、炊 き畠 しを

行 っ た
’
。

　比 角 コ ミ z ニ テ ィ セ ンターの 特徴 と して、施設 内に独

表 2 柏崎蜜 の 6触 区 に お殍 る取組 状況 の まとめ

比角地区 鶏鯖石晒区 田尻地区 北 条地区 荒浜 地鷹

醐 設 ・
運欝

i墓論鬱甥羈。 役

　　．．．．．
iセ ン ター職 鄭 懈 錠 ・
iガス 夷がしたの で ．コ ミセン

セン ター職 員が 解 靉 。　 　　 …　　　　　　　　　　　i

幾 臼は、市職員2名とセンタ

センター職 員 が解靆 。
i地域、被災者の こ とが 分か

センター職 艮が 解錠。　　　 i

職員を中心に運 営。
員に 災害 対 応 の 役豹 を決

訪て いた。 iご老捨掌綾 に避難 所 を移動 一職員 鵠 で封簿 した 。 iるセ ンター職蠡を中心に 運

i営した．
垉 域 の 蚫震稜、薩ぐに 機熊したの 朝 目 は 、救助や高齢餐．妊 3a 曷に町 内 会長 を集め 地 区災霤認 策本邸を轂 置ウ 住 民 有 憲 管 炊 き出 しを し．
支 撮 癢 ：は 5町 内会 程 嵐． 婦対応 を行 う。 て 、地 区の 災 窘対 策 本部を 翌 臼 に 、町 内 会長を集め 地壌に も配布。
動 町 内 会長が 、地域 の 避難養 翌 貝以 醵 ．地 域に 対 して も 設 蹴した 。 て ．聞き取 りを実旛 した。 地域業援 ば．子 供会．育年

の 莎要食峯数 を把櫪し、各 蟻き出しをポランテイア と町 醗食 や掃除 のボ ランティア 3 日闇1ま、堆域が 自力で 炊 金マ窟成 会．港 彦【会 などと

跨 内 金で配擶 。 内 会で翫 布。 を 町魏 会で募 り．地 区の 避 音 出しをしし各町 内会の 集 連携し取り組んだ。
蚊き出 しは ．厨鰐ポラン チイ 地域全 体の 対策会議を開 雖癬に派邊した． 藩セン タ

ーで醗 奮した． 採長 会 謙が開 催され、災霧

アが黨施 した。 儀 し、アン ケートや食率 を配 町 内禽 を通して地域 の髭食 対応 に つ い て 話し合 われ 1

霜した。 を実施した 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
た。

役 だ っ i停 電せ ず、共 戸水が 使え 貯水タン ク、プール の 水 や 防災につ い て 、安金 ・
安心 識 ミ↓ ニ チイが 譱殳三とした総 葉 お祭 弓や 漁脇 の イベ ントで

た 地 域 iた。 山の湧き水を利用 。 特園 部僉 を昏って いた。 店や 人材バ ン クが ，炊き出 炊き出しをした経験があ9、
資 源

1i
平戍 19 年の 第の 総会 防災 避難所 運露マ ニ ュ アル 作成 各避難所に 蕨遣 したボ ラン しや 助 け 合 い に有 効 だ つ センターに炊き出 し馬道 具．
i飜練の鷹 鯖憂進めて いた・ の ため 地域 で話し．合r）てい テ イア を癒移．嬪報が集まっ た。 幣 ン ト等が あ っ た夢井戸 水

1震 災葡か らボランティア団 た。 た。 申 越地震の 被 災 経験が あ が 剰用で きた。 ｛

隣とつ なが 励 嚇 っ た． 琉 地 域の 肪 災体耐を臻え 原灘 事故 訓絃 の 経 験があ

てい た。 っ た。
課題 小学 佼に 対して ．地域 が上 遜 難 所 運 営ル ー

’レに つ い 近 鱗か ら食事 を取 リに 来る 地 区 が広く連絡が 取りに く 電蠶と悔 翼が共用であり、ど
…手く支援できなかった。 て ．被 災毒と運嘗者で 対立 人 の 《 数が 読めなか っ た。 い ため 、無 線等 の 伝達 甼 段 ちらか 分か らず饑 っ た。

iが あ っ た・ 学 校は運蠶鉢制 が別 酉、地 が奠妻で ある。
町内 会か ら箆 ミセ ン に 惰轍

糶 わ ら。か 。。．
域としての 関わ りかが 難し「
か っ た。P

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstitute 　 of 　 Sooial 　 Safety 　 Soienoe

肖の ボ ラ ン テ ィ ア セ ン ターを設戳 した 点がある 。 20θ4年

の 中越地震の 際に関係が 出来た外離ボ ラン テ ィ ア組織abt’
7i17に比 角地鷹 に 入っ た 。 7120に ポ ラ ン テ K ア寧継基地

を設 麗 し、地域 の 役員 と外部ボラ ン テ ィ アがベ ア にな っ

て 總域 を ロ ー
ラ
ー
作戦で 鐡 り．被災髫の ニ ーズを 陬く こ

とで 、被災 省 が 安心 して ボラ ン テ ィ ア に佳事 を頼 む こ と

が 出来た。
　

一
方 で 課 魎 と し て、地 元 の 比角 小 学 校の 憶報 が コ ミ ュ

ニ テ ィ に伝 わ らず、支援 が苓 十 分で あっ た ことが あ る。
臨角 小 学校で は 、コ ミ ュ ニ テ ィ と は 別 の 動 き と し て 地震

3 日目か ら地 域 の 予 供育成 会の メ ンバ
ー

が運 鴬支援 に入

り、放 謀 後 ク ラ ブな ど 予供 関係 の グル
ープ を通 じて 壇 域

の ボ ラ ンテ ィ ア を集めたが H コ ミ ュ ニ テ ィ セ ンタ
ー

のボ

ラ ンテ ィ ア 中継基 地か らの 派遣 が 出来な か っ た。また、
外部か ら潔一

イ ス カウトの グルー
プ が 支援 に入り、一．一

隣．

市職員 は常 駐 せ ず、地 域 と外 部 の ボラ ンテ K アグル ープ

の み で 避 難所 運 営 した時鑼 もあ っ た 。 しか し、市 と煙営

側で の 話し合い が不 十分で あっ た こ と、またホ
ー

イ ス カ

ウ トの メ ンバ
ー

が 3 目間 程度 で 交替 した こ とか ら、再び

市職員が 遅営に 参加する こ とに な っ た。

■ 北条コ ミュ
ニ テ ィ

　北条地 援 は、中越地震 で 大 きな 披害 を受 け た地 匿 で あ

り、そ の 繚に は地 撮 での 被害情報の 集約や被災者ニ
ー

ズ

の 集 約 が 出 来な か っ た。そ こで 、中越 地 震後 は、全 町 内

会 で 自主 紡災組織 を整備 し、コ ミ ュ ニ チ イ 協議会 の 会長

を トッ プ と す る 体 舗 が 整 え られ 、地 区 内の 違絡体 制 や 要

援 護 者マ ッ プ等 が 整 え られ 、2006年 給 月に大規 模 な 防

災訓練 を した辮 で あ っ た。
　そ の ため、防災譲 練か ら 9 ヶ 月後に 発 生した 中越沖地

』

震 で は、被 騫 状 溌報 告や 物 資 の 要鑼 な ど の 情報が、地震

後 2 時間以内に コ ミ a ニ テ ィ 本部 に集約された 。 また、
全 町 内会 長 に よ る防災会議 を必 蟹 に 応 じて 鬮催 し、被 災

者 の生活 支援 に 晦け た情 報 交換や 支援 活 動 を行 っ た t

　 北条 地 黶 の 特 黴 と して 、コ ミ ュ ニ テ ィ が 設 立 した 孃

暖」 と言 う総菓屡や、NPO 法人の 入紐バ ンク が機能し、

地 震薩 後 か ら炊 き出 しを実 艤 す る こ とが で き、また被災

直後の 救援活動 （遇院介助、片 付け、悩み 姻談な ど1 の

人 手に 充て る こ と が で きた。

4 ．地域主導型の 避難 P肝に向けた考察

自） 避難 浙 の体釧

　 今園 調 査 した 5 力飯 の コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン ター
で は．全

て セ ン タ
ー

職員が 解錠して い る。また．地域の 被災脅へ

の 要 援 護 者 支 機、安否確 謝、配 食 な どの姆 慈 にお い て も、

日常的に 住艮との コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン が取れて い る コ ミ

ュ ニ テ ィ セ ン ター職 員や 町 内会が 中心 に な っ て い た。日

彎わ りで あっ た 柏崎市職 員 につ い て は、市 との連絡 窓 鷹

と して の 役 割が 中心 で あ り、周 辺 地域へ の 支援 や 必 要食

事数の 掘握 は困 難で ある。避難所運 鴬、綾災者対 応 にっ

い て は、地域が 慮体となる こ とが 糶ましい と考え られ る。
　任意 腿体で あ るセ ンタ

ー
職長や町 内会役貫に と っ て 避

難所運営は夲来業務で は な く、負担が 非常に大 き い に も

閣 わ らず．手嶺 等 は 支給 され な い ボ ラ ンテ ィ ア で あ る。
災 害 臼剞 こつ いて は，公 務員に準 じた位 置 づ けにす るな ど、
旛 設 職 員 の 処遇 、過 労 ・事故へ の 対藤等の 箏前 決定が必

要 で あ る。

  地 域 の 体制

　事前 に 災審竝策本部を位穩づ けて い た詑粂 や、地震後

に 設儼 した 田 尻、既 存の 会 議 で 災 謇 対策 を話 し合 っ た灑

浜な どパ タ
ー

ン は様 々 だが、町内会
・

コ ミ n ：Lテ ィ に よ

る災害対策 につ い て の 塘域 の 会議が 開 催 され て お り、地

域 の 破災者情報の 集約や支援傭報の 無建に 機能 した．

　地 域の 情報収 集や 配 食、避難所の 清掃な どにつ い ては．

町 内 会や 育競 会 等 の 地域組 織 を通 じて 地域ボ ラ ン テ ィ ア

を集 めて い た e 阪 神 ・淡路 大震災の 芦麓市の 地 区集会萠

と 異 な り、柏 菊 市 で は、コ ミ ュ ニ テ イ セ ン タ
ー

と曙 内会

組識との攤 係が 密で あ っ た こ とが ブラ スで あ っ た。

　外 部ボ ラ ン テ ィ ア も災審 鯵 に膚 効で あ るが ．5 箘 所の

うち此角地区で の み 効果釣 に 機能 した。比 角地 区で は

f震 災 前 か ら闘 係 が あ る 」 、　 罫地域 に 詳 しい 町 肖会 役員

とセ ッ トで 活 動す る 」 ．　 「岡 罷ボ ラ ン テ ィ アが長 く壊域 ・

に 関わ る 」 体誕がで きた い た ため と考 え られ る e

广
”一一’幽‘‘’凾岶幽曽一幽tY’鹽’”暫門’噌幽曾・tt’一’t’鹽‘‘幽「一畠塵盟・巳’」’一一一u‘一一一一一・凾髄■圏’・巳’tN開一一一一t，’・矗’閥四凾凾一一一一
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蠱翻鑾鑞
L ロtttttロ，，　ロロロ　rm”””””，：＝”’．．−：＝tt’il：：ty；．−：．−．りtytttttりtttt　＿t＿ロtt．t．ttt．tttttt，　tt＿“t　tt−リヒロヨ

　　　　　　　　　　母
｝
’…

　
　

災害後　　　 　　　　　 ii

　　ii

囲 墨 中越沖 地震に おける柏崎市 の q ミュ ニ ティを参考とした

　　 地域参釀型 の 避難所還 讐・
被災咎 支援ス キーム

｛3J施 毀 ・設 騰

　 コ ミ za ニ テ ィ セ ン ターや 地域 組織 が 大 鍋や 調 理器 異、

発電機、テ ン ト等を有 して お り、趣域 イ ベ ン トや お祭 り

で そ れ ら の利 珊 経験 が あ っ た ため、すぐに 炊き出し等が

爽施 で きた．ま た，阪神
・淡路大震 災の 芦鬣 市の 地区集

会酥 と比 べ て も、柏崎南の コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン ター
の 数や

施設 規 模 は充 実 して お り、避難飯と しては有利で あっ た。

　
一

方、被 災薩後は，各町 内会 の 情 報 を コ ミ ュ ニ テ ィ セ

ン タ
ー

に伝 え る設 備が 無か っ た
｛Z1。また．避難 醇の パ ッ

クヤードと して 、パ ソ コ ン、fax、電 話 等 の 設 旛や 保 鍵

士 ・
邂営職員の 部鰹 が必 要で ある が、体育 館 で はバ ツ ク

ヤードの 設篇が 確 保 しに くか っ たこ とが諜 題 と して 指摘

さ れ て い る 。

【4｝ 避難 所運 営 の 攀 前 準備

　中越地 震で 大きな 被書を受けた 牝条地区は 、そ の継 験

i：学 んで 対 策 を して い た こ とが，また鋤 角地 区や 北鯖石

地選 、 甓漢地区 で も，壇震や原発 鶸故 に対す る対 応体 嗣

を事齣に検 討 して い た準孀が ブラ ス に な っ た 。

　避難勝 によ 静醗布する物 資
・食 事 の 鍬 ・内容が 異な り、

被災髱か らの ク レーム とな っ て い た 。食事 の 配 窟 方法 に
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つ い て も 避 難醍や 時期に よ り異な るルール を適用 せ ざる

を得ず、混乱 を 生 んだ。避 難所闘で の 格差 は避け られ な

い こ とや ．提 供 斑能 な サービス水 攀、食事の配布方法、

配給伽 E ・避 難所閉鎖の タイミ ン グ等に つ い て 事齣に住

民 に 周 知 し、災害時の 不満や 蕃梼 を撫 え るエ 央が 必 要で

ある。
　 また中越沖地震 で は 駁神 ・淡路 大震災 とは異な り避難

者 自 らが、主体 的 に 運 鴬組 織 に 参加 した 事例 は無 か っ た

が，今後の 晦大災謇で は、避難者 に も運営参加 して もら

う必 要が ある だろ う。

5 ．阪糠・淡 路 大 震災 ・芦 屋 市地 区 集 会 所 との 比 較
　 棺鰯 市 の コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン ターの 状溌 を、阪 神 ・淡 路

大震時に 芦崖 市地 区 集会所 12 ケ 所の うち 9 ケ 所を講査

した調査結果
51
と沈較したの が、表 3で あ る。

　芦屋市の 地区集会筋の 場合は、還営体黼に避難者が 参

舶 し て い た 施 設 もみ られ．混乱 の 中、様 々 な体 網 が と ら

れ て い た。また 、蚤初 行 敢職 員の みで運 営 して い た 地区

集会藤 が 2 ヶ 所あっ た もの の、約 2 選 問後 か ら避難者 と

の 鍛応 の た め 施設 管理 入が運営
．
に参加して お り、施設管

理 者 が大 きな 般 翻 を果 た した。・一方 ．地域 の 町 内会の 嬲

．与は繊定的で あ り、稜極的な地 域支援は行 っ て い な い。
　 柏 崎布 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ

ー、芦麗 布集会殀は 、共 に

公 民 館 機能 を霧 す る 地域 の 施設 で あ るが，施 設や 運 営体

制 を 比 較 す る と、柏蔭 市 の コ ミ ュ ：テ ィ セ ン ターは．
　「体 育館 ・講堂 を有 し

．
施設が充爽 してい る」 ．　「施

．
設管

理 暫が 地 元 の 3 ミ ュ ニ テ if協議 会 で あ る」 、　 「コ ミ ュ ニ

．テ ィ 協議会と 塘域の 様々 な緩織 とが 飛常的に顔見 知 りで

ある」 、　 「1 ヵ 所 轟 た りの 平均対象人 U が 約 3 千 人 と 少

な い 亅 、　 「箏 自射 こ避 難 所 に指定 され て い る」 な ど の 特 徴

を脊する 。ま た被 災 規模 も異 な っ て お り、飃 じ地域 集 会

施 設で あ っ て も．こ の よ うな特徴の 違 いが 、災謇時 に お

け る鮒 応の 違 い にっ なが っ た と巻 え られ る。

表 3 柏崎市と芦屡市の 避難所比較

…

’
阪神・

淡路 大震 策

芦屡市 地区 集会 所

《嬲 査 対象 8 梅設〉

新潟県中越沖地 震

柏繍 儲 訟 譜 復 ンター
（鯛 査薄 象 5 施設 ）

人 陰 96、630 入 （1曾94 働 93．753 人 （2007 鋸）

施設数 12 ケ断 31 ケ駈

人 ロ ／ケ 所 ？，219 人／ヶ 所 3，024 人／ケ所

平 時の

捧斜

管理 人 （甫 曜 託） 職 員 3名．協織 会

施 設 灘 窒・和 籃 会議 寵、和 室、体育館

等。
避 難 矯

所

邸下、ロビー、洋靉、和霙 体育館中 心

（
一
部和窯等を利周）

闘設

（解鋤

市 職 員闇設 3 ケ醗

管理 人開殺 2 ヶ所、
避難唇脇設 3 ケ 飫 （無断 で解

錠し、艤殺内に鰻入。）

全 て施 設職 員

開 設 後

の 邏 営

体制

行敵職 艮　2 ケ所　（2 月より管

瓔入 が参加）

管理 人 霍ケ所

管理人 十行政 職 最 3 ヶ 駈

管理 人 十行籔 ＋避難者 ｛ヶ所

避難壱 1 ヶ所 （断設蘆後で管

理 人 が 来定 ）

全て麗設職曩 ＋ 行 政

職員

6 ．まとめ

　 中越 沖 地 震 は．地 震 の 規模 は必 ず し も大きな も の で は

な い が，避難所の 運営は、遥速性 の 点か らも． マ ン パ ワ

ー
の 点か らも、自治捧 職員だけ で は困難で あ り、地域 の

協力が不
．
町欠で ある こ と を示 した 。

　 中 越縛 地 震 に お い て地域 が 参画 し た コ ミ ュ ニ テ ィ の 事

例 よ り、宥効 な 濺源 としては 町内会等の 緯織 や コ ミ xx ニ

テ ィ セ ン ター職 員 等 の 人 材が あ り、諜題 と して は 期 域 内

で の 連締手段が 少な い こ と、避難所 運営 ルールの違 い が

混 乱 を 招 い た こ と 等 を 承 した。
　地 域が 避 難 所 運 営 に 参幽す るため には ．事前の 取 り粗

み 、地域 や 施 設 の 組織 の 協 力、最低 隈 の 設 備 ・癒 設 の 準

簾が．条件と して必 要で ある 。 その ためには．災害癸生

前に 自治体、地 域 組織kS・一体 とな り，準備を進 め てお く

必要 が ある こ とを示 した。
　な お．本調 査 は 眼 られ た ケ

ー
ス ス タ ディ に 基づ く もの

で あ り、導き 出 され た教 謝llに つ い て は眼界 が あ る こ と に

は 留 意 すべ きで ある。避難所は、敍災者の 生活を支え る

蠶 要な フ ァ ク タ
ー

で あ り，今後 も、災害の 種類、規模、

季節．地域等 に よる 違 い に つ い て 、様 々 な災 害 にお け る

教 釧 を蓄 積す る必 要が あ ろ う。
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補注
（萋》平 成 IS 年 a 月 蓬 騰 に お け る 檎騎 市の 職 畏数 （

一
艘行政 締

　 門 ） は 6？4名 で あ る。この 中 に は，災 露 対 応が 必 要 で あ る防

　災．土 木，農 水 、嬉 生，傑 育 醗 等 も含 まれ て い る。こ の 人

　 員 数か ら．最大で 壟oe カ 所 を超 えた避 難所 に 入 を諏 遣 す る こ

　 とに な る と，2 交替 劇と考えて も避難 瞬 数の 2 倍の 人数 （約

　200 名） が必 麥 とな る．これは、・・般行政部鷺の 約 30％ とな

　 り，遜 常 業務へ の影 響が大きか っ た と考えられ る。
（2》椄 崎市 で は、中越 沸地 震畿，各 コ ミ ュ ニ テ ィ 等 に無 線 機 を

　 設 躍 した。
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